
 

 

 

 

2022 年度：発表 26 演題 

第 56 回日本作業療法学会 

OT 部門 

絵画が与えた役割と対人交流への影響－MOHOST に基づいた一事例の考察－． 青木 海 

高次脳機能障害者の回復過程で生じる心理プロセス－修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ(M-GTA)に

よる分析－． 
平松 恭介 

目標設定における作業療法のクリニカルリーズニングと傾向－回復期病棟を対象としたインタビュー調査－． 古田 憲一郎 

本人の重要な作業である家事を目標としたことにより主体性を獲得した一事例－作業選択意思決定支援ソフト

(ADOC)を用いて－． 
深見 舞 

 

第 28 回日本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会 

ST 部門 

バルーン拡張法の継続治療によりバキューム嚥下様の嚥下様式を認め改善した Wallenberg 症候群の長期追跡症

例． 
星 達也 

後頭骨頸椎後方固定術後に嚥下障害を呈した患者が 3 食経口摂取可能となった 1 例． 谷田 奈美木 

意欲的かつ継続的なバルーン拡張法により 3 食経口摂取が可能となった Wallenberg 症候群の 1 例． 田井中 美咲 

 

  



第 20 回 日本神経理学療法学会学術大会 

PT 部門 
Effects of Dual-task interference on Standing balance and Attentional function in Stroke-A case study-． 原薗 迪子 

 

第 41 回 回復期リハビリテーション病棟協会研究大会 

PT 部門 

リウマチによる可動域制限を伴う患者の自宅退院に向けたシーティングの工夫～離床時間を確保するために～． 桑原 希望 

脳卒中患者の退院時歩行修正自立度のための入院時 SIAS カットオフ値の算出． 鈴木 達矢 

右被殻出血左片麻痺患者における歩行練習で長下肢装具から短下肢装具への移行にセパレート式長下肢装具を使

用した一症例． 
西澤 佳祐 

パーキンソン病患者のバランス機能および疲労に対する前庭リハビリテーションの有用性． 進藤 龍也 

装具使用に対する患者希望と理学療法士の見解の違いに着目し介入した一症例． 中村 友明 

新型コロナウイルス感染症蔓延前後における当院実績指数とセラピーにおける感染対策の比較． 末永 達也 

底屈制動機構付き装具使用時に併用する前脛骨筋刺激パッドが回復期脳卒中患者の筋活動に及ぼす影響～長下肢

装具及び短下肢装具でのシングルケースシリーズによる検討～． 
石神 佳祐 

後期高齢脳血管障害患者における長下肢装具作製者の特徴．第 41 回回復期リハビリテーション病棟協会研究大

会． 
平澤津 隼人 

平行棒歩行見守りとなった左脳梗塞後右片麻痺の体重 100 ㎏患者における長下肢装具歩行介助方法の検討． 小松 史 

回復期脳卒中患者における装具作成の有無が退院時の帰結に与える影響～入院時傾向スコアマッチング後の退院

時の比較～． 
福岡 宏之 

回復期入院時より KAFO を使用している脳血管疾患患者の退院時移動様式の予測． 石井 千佳 

ST 部門 

嚥下障害を呈した超高齢者に包括的なアプローチやメンタルケアの介入により経口摂取を獲得した事例． 増田 薫 

回復期脳血管障害嚥下障害患者における経口摂取獲得の予測式作成の試み～第 2 報：外的妥当性の検討、予測早

見表の作成～． 
星 達也 

 



第 6 回日本リハビリテーション医学会秋季学術大会 

PT 部門 

二十課題干渉と二十課題トレーニング後の立位バランスと注意昨日の関係-健常若年者を対象として-． 原薗 迪子 

長下肢装具歩行における介助の工夫により長下肢装具から短下肢装具へのカットダウンに成功した症例． 渡邊 真希 

腹部引き込み運動と骨盤運動によって、立位バランス・歩行能力の改善につながった一症例． 森嶋 亜以美 

KAFO での膝屈曲位歩行が筋活動パターンと筋緊張に影響を与え介助量が低下した症例． 渡邉 裕人 

脊柱の可動性に着目し大腿二頭筋の活動抑制を図れたことで Extension Thrust Pattern が改善した一例． 五十嵐 星也 

 


